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今日のプレゼンのゴール

宇治市の公園でボール
を使える所が少ないと
思いませんか？
僕たちは、その考えか
ら理想の公園をジオラ
マで作りました。
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プロジェクトの内容

・宇治にあったら良いなという
公園をジオラマで作る。

・市長さんに、実現して欲しい
(作って欲しい)と伝える。
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プロジェクトのきっかけ・理想像

宇治でボールを使える公園
が少ないということから。

宇治にボールを使える公園
が増えると良い。

きっかけ

理想像
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プロジェクトの成功基準

僕たちの、ジオラマの公園を市長さんに作ってもらう！

成功基準

①市長さんにジオラマ公園を10年以内に作ってもらう。
②市長さんにこの公園を作ってもらうことで
宇治のボールを使える公園が増えたら良いなと思います。

市長さんが作ってくれない。

成功例 しっぱい例
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プロジェクトで具体的にやったこと

プロジェクトでやった
ことがわかる写真①

①公園のマップを作った ②3Dプリンターで
遊具を作った。

③ジオラマ完成させる
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ジオラマこだわりポイント①



ジオラマこだわりポイント②



プロジェクトの結果

結果：成功！！

・成功した。

・自分たちでデザインして
ジオラマで理想通りに作れた。
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プロジェクトで苦労したこと

苦労が伝わるような写真

分担したり、みんなで協力した。

苦労したこと

苦労① : 3Dプリンターが難しかった。
苦労② : 砂場を作ること。
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プロジェクトを通して学んだこと

学び①

学び②

学び③

3Dデータをつくることの難しさを知った。

意見をまとめることが難しいと知った。

チームで活動するのは難しいと知った。
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最後に・・・

ぜひ、市長さんに公園を作ってほしいです。
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